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東
京
支
部
は
2
0
2
6
年
7
月
1
日

（
水
）、
新
宿
区
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
」
に
て
第
14
回
支
部
総
会
を
第
1

部
と
し
て
開
催
し
、
正
会
員
の
ほ
か
関
係
者

を
含
め
て
69
名
が
出
席
し
た
。
審
議
さ
れ

た
次
の
議
案
は
、
正
会
員
40
社
（
委
任
状

含
む
）
に
よ
る
承
認
を
受
け
、
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
た
。

第
1
号
議
案
：�

2
0
2
5
年
度
事
業
報
告
書

（
案
）

第
2
号
議
案
：�

2
0
2
5
年
度
収
支
決
算
書

（
案
）

	

　
〃	

監
査
報
告
書

第
3
号
議
案
：�

2
0
2
6
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）

第
4
号
議
案
：�

2
0
2
6
年
度
収
支
予
算
書

（
案
）

第
5
号
議
案
：
役
員
選
任（
案
）

第
6
号
議
案
：�

協
会
委
員
会
へ
の
東
京
支
部

派
遣
委
員（
案
）

総
会
の
冒
頭
、
三
上
晃
史
支
部
長
（
ノ

ボ
ル
鋼
鉄
・
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、「
本

年
は
先
日
開
催
さ
れ
た
全
国
定
時
総
会
に

お
い
て
設
立
30
周
年
記
念
祝
賀
会
を
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
東
京
支
部
と
し
て
も
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
も
会
員
、
賛

助
会
員
、
事
務
局
各
位
の
お
か
げ
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
東
京
支
部
の
取
り

組
み
と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、「
名
古
屋

支
部
、
大
阪
支
部
の
両
事
務
局
と
連
携
し
、

W
E
B
講
座
や
各
種
講
座
の
デ
ジ
タ
ル
認
定

証
書
導
入
な
ど
、
研
修
事
業
を
安
定
し
て

運
営
し
て
き
た
。
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増

加
に
伴
う
施
設
使
用
料
の
高
騰
や
物
価
高

の
影
響
に
よ
り
、
行
事
実
施
に
伴
う
支
出

は
昨
年
同
様
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
後
も

知
恵
を
出
し
合
い
、
効
率
的
な
運
営
に
努

め
る
所
存
で
あ
り
、
ご
理
解
と
ご
支
援
、
各

種
行
事
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し

た
い
」
と
報
告
し
た
。

事
業
計
画
と
し
て
は
、
東
京
支
部
と
し

て
初
と
な
る
名
古
屋
支
部
と
の
共
催
に
よ

る
国
内
視
察
研
修
を
秋
に
予
定
し
て
い
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

役
員
人
事
で
は
、
森
田
泰
嘉
氏
（
森
田

産
商
・
代
表
取
締
役
）
と
須
山
紀
行
氏
（
麻

布
鋼
鉄
・
取
締
役
）
が
運
営
委
員
か
ら
退

任
さ
れ
、
新
た
な
運
営
委
員
に
秋
山
隆
氏

（
秋
山
精
鋼
・
取
締
役
経
営
企
画
部
長
）
を

新
た
に
選
任
し
た
。
不
破
茂
雄
氏
（
野
村

鋼
機
・
取
締
役
）
が
総
務
部
会
か
ら
経
営

効
率
化
部
会
へ
改
任
と
な
っ
た
。
ま
た
、

本
部
協
会
委
員
会
へ
は
、
秋
山
隆
氏
が
総

務
委
員
会
へ
、
藤
田
憲
義
氏
（
藤
田
商
事
・

代
表
取
締
役
社
長
）
が
理
事
へ
、
そ
れ
ぞ

れ
新
た
に
派
遣
さ
れ
た
。

同
日
に
為
末
大
氏
講
演
会

活
発
な
意
見
交
換
で
盛
況

今
年
の
支
部
総
会
は
東
京
支
部
と
し
て

は
新
た
な
試
み
と
し
て
「
賛
助
会
員
と
の

交
流
会
」
を
総
会
終
了
後
に
同
日
開
催
し

た
。
交
流
会
で
は
、
元
陸
上
競
技
選
手
で

4
0
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
日
本
記
録
保
持

者
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
為
末
大
氏
の
講
演
会
と
懇
親
会
を

実
施
し
、
70
名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見

交
換
が
交
わ
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
た
（
詳
報
は
3
ペ
ー
ジ
に
）。

第
14
回
支
部
総
会

秋
の
国
内
視
察
研
修
な
ど
新
事
業
も
発
表

同
日
に
賛
助
会
員
と
の
交
流
会
も
実
施

総務部会

あいさつする三上支部長
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特
殊
鋼
販
売
技
士

「
入
門
編
」
研
修
講
座

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
補
佐
職
ま
で

特
殊
鋼
の
「
は
じ
め
の
一
歩
」

本
講
座
は
、
営
業
担
当
者
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
補
佐
職
や
一
般
事
務
職
、
新
入
社
員
な

ど
、
日
常
業
務
で
特
殊
鋼
に
携
わ
る
初
心

者
を
対
象
と
し
た
入
門
講
座
で
あ
る
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式

に
移
行
し
、
全
5
回
・
計
2
時
間
40
分
の

動
画
を
1
か
月
間
、
い
つ
で
も
・
何
度
で
も

視
聴
で
き
る
。
開
講
は
年
4
回
（
4
月
、

7
月
、
10
月
、
2
月
）
で
、
4
月
の
開
講

に
間
に
合
わ
な
い
中
途
入
社
者
や
異
動
者

な
ど
、
急
遽
知
識
が
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。
ま
た
、
今
後

3
級
研
修
講
座
の
受
講
を
予
定
し
て
い
る

方
の
事
前
学
習
と
し
て
も
最
適
で
あ
る
（
※

3
級
研
修
の
必
須
条
件
で
は
な
い
）。

本
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
4
月
・
7
月
の
2

回
を
実
施
し
、4
月
ク
ラ
ス
は
1
1
6
名
（
東

京
支
部
に
て
管
理
・
運
用
）、
7
月
ク
ラ
ス
は

1
1
3
名
（
名
古
屋
支
部
に
て
管
理
・
運
用
）

が
受
講
し
た
。

特
殊
鋼
販
売
技
士

3
級
研
修
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
も
た
ら
し
た

「
学
び
直
せ
る
」
学
習
環
境

本
講
座
で
は
、
特
殊
鋼
の
製
造
方
法
、

鋼
種
・
材
質
ご
と
の
分
類
と
特
性
、
鋼
材

の
試
験
・
検
査
方
法
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の

日
常
の
や
り
と
り
に
欠
か
せ
な
い
基
礎
知

識
を
学
ぶ
。
全
特
協
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
各
種
研
修
講
座
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

て
き
た
が
、
2
0
2
3
年
度
か
ら
は
ア
ー
カ

イ
ブ
動
画
の
提
供
も
開
始
。
受
講
者
は
講

義
終
了
後
も
Y
o
u
T
u
b
e
上
で
各
回
の

映
像
を
視
聴
で
き
、
検
定
試
験
ま
で
繰
り

返
し
復
習
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
5
月
14
日
（
木
）
か
ら
6
月

25
日
（
木
）
ま
で
の
全
12
会
・
計
30
時
間

に
わ
た
り
実
施
し
、
1
1
1
名
が
受
講
し

た
。
7
月
2
日
（
木
）
に
は
東
京
・
日
本

橋
茅
場
町
の
鉄
鋼
会
館
で
検
定
試
験
を
実

施
。
7
月
16
日
（
木
）
の
合
否
判
定
会
議
を

経
て
、
受
験
者
1
0
6
名
の
う
ち
1
0
4
名

が
合
格
し
、
7
月
17
日
（
金
）
に
合
格
者
が

発
表
さ
れ
た
。

特
殊
鋼
販
売
技
士

2
級
研
修
講
座

3
級
の
先
に
あ
る
実
践
知
識

熱
処
理
を
極
め
る
2
級
研
修

本
講
座
は
、
前
年
度
以
前
に
3
級
研
修

を
修
了
し
、
資
格
を
有
し
た
者
を
対
象
と
す

る
。
研
修
内
容
は
、
特
殊
鋼
に
お
け
る
鋼
種

別
の
熱
処
理
に
関
す
る
基
礎
知
識
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
8
月
27
日
（
木
）
か
ら
10

月
8
日
（
木
）
ま
で
、
受
講
者
58
名
を
対

象
に
全
12
回
・
計
30
時
間
、
Z
o
o
m
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
す
る
。
10

月
15
日
（
木
）
に
は
検
定
試
験
を
予
定
し

て
お
り
、
合
格
発
表
は
11
月
6
日
（
金
）
を

予
定
し
て
い
る
。

2
0
2
6
年
度

�

各
種
資
格
研
修
講
座
人材育成部会

Information

2026年度　各種資格研修講座のスケジュール
＊詳細は、事務局までお気軽にお問い合わせください。
●特殊鋼販売技士
［入門編］	eラーニング（全4回）
		 10月クラス、2027年2月クラス
●特殊鋼販売加工技士
［基礎編］	�対面講座　11月9日（月）～ 12月21日（月）	

全4日間・計14時間
［上級編］	対面及びZoom講座併用　
		 �2027年1～ 3月（日時未定）全10日間・計20時間	

（ほかに実務あり）
		 検定試験3月24日（水）

　全特協は、倉庫作業従事者の安全な作業
を支援する教育プログラムにも取り組んで
いる。
　今年度は経営効率化部会の事業として、
浦安鐵鋼団地協同組合と共催で、10月から「玉掛け技能講習・クレーン
運転業務特別教育」を実施する。会場は浦安鐵鋼会館および安田金属で、
玉掛け講習は10月22日（木）～ 25日（日）、クレーン教育は11月20日
（金）・21日（土）に開催する。また、現場作業員の危機意識向上を目的と
した「体感型安全教育講座」を、JFEスチール東日本製鉄所（京浜地区）・
安全考学未来館で実施する。10月20日（火）〜 22日（木）の3日間、各日6
名を募集し、希望する1日を選んで受講する形式となっている。

経営効率化部会人材育成部会
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総
務
部
会
は
7
月
1
日
（
水
）、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
「
賛
助
会

員
と
の
交
流
会
」
を
開
催
し
、
メ
ー
カ
ー
や

流
通
な
ど
33
社
70
名
が
参
加
し
た
。

今
年
は
、
東
京
支
部
と
し
て
は
初
め
て

支
部
総
会
と
あ
わ
せ
て
の
開
催
と
な
り
、
支

部
総
会
に
続
く
第
2
部
と
し
て
講
演
会
を

実
施
。
講
師
に
は
、
元
陸
上
選
手
で
4
0
0

メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
日
本
記
録
保
持
者
で
あ

り
、
現
在
は
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
を
務
め
る
為
末
大
氏
を
招
き
、

「
独
学
の
道
〜
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
得
た
熟
達
す

る
力
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

～
独
学
の
道
～

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
得
た
熟
達
す
る
力

為
末
氏
は
、
人
間
が
特
定
の
環
境
や
思

考
、
運
動
の
型
に
適
応
し
た
あ
ま
り
、
成
長

や
変
化
が
停
滞
し
て
し
ま
う「
ロ
ッ
ク
イ
ン
」

を
い
か
に
超
え
る
か
を
、
自
ら
の
競
技
人
生

を
事
例
に
語
っ
た
。
2
0
0
メ
ー
ト
ル
走
で

は
当
時
の
中
学
記
録
を
更
新
す
る
も
、
高

校
時
代
に
ハ
ー
ド
ル
走
へ
の
転
向
と
い
う
決

断
に
始
ま
り
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
極
度
の

緊
張
か
ら
転
倒
・
予
選
敗
退
を
経
験
。
失

意
の
中
で
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
生
き
延
び
た

精
神
科
医
フ
ラ
ン
ク
ル
の
著
書
に
出
会
い
、

「
志
」
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
。

単
身
で
の
海
外
武
者
修
行
を
経
て
世
界
選

手
権
で
日
本
人
初
の
短
距
離
種
目
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
、
経
験
こ
そ
が
思
い
込
み
の
限
界

を
破
る
と
確
信
し
た
。
引
退
後
は
教
育
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
な
ど
社
会
の
固
定
観
念

を
揺
さ
ぶ
る
活
動
に
関
心
を
広
げ
る
。
最
後

に
、支
え
と
な
っ
た
価
値
観
と
し
て
「
感
謝
」

と
「
や
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
む
」

姿
勢
を
挙
げ
た
。
江
戸
時
代
の
自
然
哲
学
者

（
思
想
家
）・
三
浦
梅
園
の
「
枯
れ
木
に
花
が

咲
く
よ
り
、生
木
に
花
が
咲
く
こ
と
に
驚
け
」

と
い
う
言
葉
を
引
き
、
当
た
り
前
の
日
常
に

こ
そ
気
づ
く
感
性
が
人
の
生
き
る
力
の
根
源

に
あ
る
と
語
り
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支
援
、

あ
が
り
症
克
服
法
、
メ
ダ
ル
獲
得
時
の
心

境
な
ど
、
会
場
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
、
講

演
内
容
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

為
末
氏
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
丁
寧
に
応

じ
、
緊
張
緩
和
法
で
は
実
演
も
交
え
て
場

を
和
ま
せ
る
一
方
、
A
I
に
な
い
身
体
知
性

を
育
て
る
教
育
へ
の
抱
負
で
は
研
究
者
ら
し

い
探
究
心
を
熱
弁
し
た
。

賛
助
会
員
と
の
交
流
会

「
ロ
ッ
ク
イ
ン（
停
滞
）を
超
え
て
」

―
為
末
大
氏
が
語
る
熟
達
へ
の
道

総務部会

為末氏の講演に熱心に耳を傾ける参加者の皆様

【講師プロフィール】

為末 大 氏
東京大学 先端科学技術研究セン
ター 附属包摂社会共創機構 教授。
1978年広島県生まれ。スプリン
ト種目の世界大会で日本人として
初のメダル獲得者。男子400メー

トルハードルの日本記録保持者（2026年8月現在）。
人間の可能性と社会包摂をテーマに研究・発信を続け
る。著書に『熟達論』『諦める力』など。

講演で
印象的だった
キーワード 「枯れ木に花が咲くより、生木に

花が咲くことに驚け」

「楽しいことを探すのではなく、
やっていることを楽しむ」

主な戦績

2001年・2005年世界陸上・銅メダル/2大会連続
2000/2004/2008年
シドニー・アテネ・北京五輪3大会連続出場
400mハードル日本記録保持者
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に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
賛
助
会
員
を
代
表
し
、
愛
知
製

鋼
の
堀
崎
雄
太
様
（
東
京
支
店
長
）
が
登
壇
。

「
先
ほ
ど
の
為
末
様
の
ご
講
演
に
深
く
共
感
し
、

前
向
き
な
気
持
ち
と
主
体
性
が
あ
っ
て
こ
そ

経
験
が
積
み
重
な
り
、
安
定
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。
需
要

の
停
滞
や
労
務
費
・
物
流

費
の
上
昇
な
ど
課
題
の
多

い
特
殊
鋼
業
界
で
す
が
、

私
自
身
も
そ
れ
を
肝
に
銘

じ
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」
と
乾
杯
の

第
3
部
は「
楽
し
む
心
を
分
か
ち
合
う
」

交
流
会
を
開
催

第
３
部
の
交
流
会
・
懇
親
会
で
は
、
三
上

晃
史
支
部
長
が
「
本
日
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
為
末
様
と
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
拝

見
し
て
同
い
年
と
分
か
り
、
親
近
感
を
覚
え

ま
し
た
。『
楽
し
む
こ
と
が
一
番
大
事
』
と
い

う
言
葉
に
共
感
し
、
支
部
長
職
も
楽
し
み
な

が
ら
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の
支

部
事
業
で
は
倉
庫
作
業
従
事
者
向
け
事
業
や

名
古
屋
支
部
と
初
め
て
の
合
同
視
察
研
修
も

検
討
中
で
す
。
皆
様
の
い
つ
も
の
お
力
添
え

発
声
を
行
っ
た
。

会
場
に
は
各
社
の
中
堅
・
若
手
社
員
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
、
終
始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

中
、
あ
ち
こ
ち
で
談
笑
の
輪
が
広
が
り
、
和

や
か
な
時
間
が
続
い
た
。

中
締
め
で
は
、
全
特
協
副
会
長
の
碓
井
達

郎
氏
（
碓
井
鋼
材
・
代
表
取
締
役
）
が
、「
東

京
支
部
総
会
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
と
交

流
会
を
合
同
開
催
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
、
少
々
長
丁
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
祈
念
し
、
三
本
締
め

で
締
め
く
く
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

講演を受けて「楽しむことが一番大事」と堀崎様が乾杯あいさつ

碓井副会長の三本締めで盛会のうちに閉会した

（右から）あいさつする三上支部長、堀崎氏、碓井副会長
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熱
戦
の
結
果
―

 
―
 

秋
山
精
鋼
が
団
体
・
個
人
で
圧
倒

広
報
部
会
は
4
月
24
日
（
金
）、文
京
区
・

水
道
橋
の
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
て
、「
は
が
ね
の
日
」
記
念
事
業

と
し
て
第
20
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
た
。
今
大
会
に
は
19
社
28
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
過
去
最
多
を
更
新
。
三
上
晃
史
支

部
長
（
大
会
会
長
）、
藤
田
憲
義
広
報
部

会
長
（
大
会
実
行
委
員
長
）、
全
特
協
の

多
田
俊
樹
専
務
理
事
に
よ
る
始
球
式
で
賑

や
か
に
開
幕
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
団
体
戦
は
秋
山
精
鋼
が

制
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
昨
年
の
全
国
大
会

も
初
出
場
で
優
勝
し
て
お
り
、
今
回
は
東

京
大
会
で
も
初
優
勝
を
達
成
。
準
優
勝
は

伊
藤
忠
丸
紅
特
殊
鋼
A
チ
ー
ム
、
3
位
は

愛
知
製
鋼
だ
っ
た
。
個
人
成
績
は
左
表
の

と
お
り
だ
が
、
伊
藤
昌
代
氏
（
秋
山
精
鋼
）

が
個
人
女
子
2
連
覇
を
達
成
し
た
。
な
お

今
期
の
全
国
大
会
は
集
合
形
式
を
見
送
り
、

各
支
部
の
成
績
を
比
較
し
て
全
国
順
位
を

決
定
す
る
。
他
支
部
の
大
会
が
終
了
し
て

い
な
い
た
め
、
成
績
表
へ
の
ス
コ
ア
掲
載

は
差
し
控
え
て
い
る
。

1
2
4
名
が
出
席

受
賞
者
に
祝
福
の
輪

関
係
者
を
含
む
1
2
4
名
が
出
席
し
た

表
彰
式
・
懇
親
会
で
は
、
団
体
優
勝
し
た

秋
山
精
鋼
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
昨
年
は
2
位

だ
っ
た
が
、
や
っ
と
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
常
勝
軍
団
に
な
り
た
い
」
と

力
強
い
言
葉
が
聞
か
れ
た
。
昨
年
と
同
じ
メ

ン
バ
ー
で
臨
め
た
こ
と
が
好
結
果
に
つ
な
が

っ
た
と
す
る
声
も
相
次
ぎ
、
チ
ー
ム
の
結
束

と
来
年
も
上
位

を
目
指
す
意
欲

が
う
か
が
え
た
。

大
会
会
長
を
務
め
た
三
上
支
部
長
は
「
今

年
の
全
国
大
会
は
各
支
部
の
成
績
を
持
ち

寄
る
方
式
と
な
り
、
対
面
で
の
対
戦
は
あ

り
ま
せ
ん
。
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
は
本
日

の
成
績
を
も
っ
て
全
国
大
会
に
臨
み
ま
す
が
、

他
支
部
の
結
果
が
出
そ
ろ
っ
た
う
え
で
、
東

京
支
部
に
優
勝
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

藤
田
広
報
部
会
長
は
「
今
年
も
さ
ら
に
参

加
者
が
増
え
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
今

年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
積
極
的
な
ご
参
加
を
」

と
呼
び
か
け
た
。
多
田
専
務
理
事
は
全
国

大
会
の
運
営
方
式
に
触
れ
つ
つ
、「
来
年
度

は
集
合
形
式
に
戻
す
予
定
で
、
順
番
か
ら

す
る
と
東
京
開
催
に
な
り
ま
す
。
今
日
の

結
果
を
糧
に
、
来
年
に
向
け
て
ま
た
特
訓

を
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

は
が
ね
の
日
記
念

第
20
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

節
目
の
第
20
回
大
会
、最
多
参
加
で
大
盛
況

秋
山
精
鋼
が
昨
年
の
全
国
に
続
き
、東
京
で
初
優
勝

広報部会

（左から）優勝した秋山精鋼チームの荒牧さん、伊藤さん、浅野さん、川上さんと藤田部会長

（左から）女子2位の島野さん、優勝の伊藤さん、
3位の渡辺さん

（左から）男子2位の荒牧さん、優勝の近藤さん、
3位の川上さん

第20回ボウリング大会　団体・個人成績
■団体の部
優　勝	 秋山精鋼�
準優勝	 伊藤忠丸紅特殊鋼Aチーム�
３　位	 愛知製鋼

■個人の部・男子
優　勝	 近藤亮二（清水特殊鋼）�
準優勝	 荒牧孝（秋山精鋼）�
３　位	 川上雅也（秋山精鋼）�

■個人の部・女子
優　勝	 伊藤昌代（秋山精鋼）�
準優勝	 島野香菜（日鉄物産）�
３　位	 渡辺文乃（愛知製鋼）�

（右から）あいさつする三上支部長、藤田広報部会長、多田専
務理事
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東
京
支
部
　
2
0
2
6
年
度
〈
下
半
期
〉
事
業
計
画
一
覧

※
2
0
2
6
年
9
月
1
日
～
27
年
3
月
31
日（一部
計
画
案
）

事
業
日
程
の
変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2026年
9月

10月

11月

12月

2027年
1月

2月

3月

10月2日（金） 女性のための教養講座
於：東京証券会館　*骨格診断と懇親会

10月6日（火） 第44回オール関東特殊鋼親善ゴルフ大会
於：我孫子ゴルフ倶楽部

10月1日（木）
〜31日（土）

特殊鋼販売技士入門編研修講座
10月クラス（eラーニング）

11月12日（木）
～13日（金）

国内視察研修（名古屋支部との共催）―富山
訪問先：日本高周波鋼業（株）・（株）不二越

10～11月 玉掛け技能講習・クレーン運転業務特別教育
（浦安鐵鋼団地協同組合との共催）
於：浦安鐵鋼会館、安田金属

10月20日（火）
～22日（木）

体感型安全教育講座
（現場作業員のための危機意識向上を目的とした訓練講習）
於：JFEスチール東日本製鉄所/京浜地区安全考学未来館

10月30日（金） 東日本ブロック見学会
（東北・北関東支部との共催）
訪問先：YOKOSUKA軍港めぐり・浦賀レンガドック見学

11月9日（月）～
12月21日（月）　

特殊鋼販売加工技士「基礎編」研修講座
対面講座4回

11月27日（金） 大人のための教養講座　於：明治記念館
※�ワインセミナーと食事会（男女混合） 

昨年度まで「男性のための教養講座」として実施

1月18日（月） 新年賀詞交歓会（本部との共催）
於：経団連会館

1～3月 特殊鋼販売加工技士「上級編」研修講座
（オンラインと対面のハイブリッド講座）
※�検定試験：3月24日（水）

2月1日（月）
〜28日（日）

特殊鋼販売技士入門編研修講座
2月クラス（eラーニング）

3月6日（土） 東京支部交流会（4部会合同）
於：東京竹芝「JR東日本四季劇場」
※劇団四季「バック・トゥ・ザ・フューチャー」観劇と懇親会

昨年の東日本ブロック見学会では大同特殊鋼・渋川
工場のほか世界遺産・富岡製糸場も訪れて文化体験
も実施

昨年のワインセミナーではワインの歴史や文化的背景
を学び、ブラインドテイスティングにも挑戦した

見学会では震災復興など社会的なテーマも取り上げ
ており、一昨年は福島県富岡町の廃炉資料館を訪問
した
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広報部会総務部会

編集後記
今号は支部総会・賛助会員交流会をはじめ、ボウ
リング大会、野球観戦と、盛りだくさんの内容と
なりました。特殊鋼業界を取り巻く環境は変化し
続けていますが、為末大氏が語られた「ロックイ
ンを超える力」のお話のとおり、変化への適応こ
そが次の成長につながるのだと感じます。東京支
部では秋以降も名古屋支部との共催事業など新た
な取り組みを予定しております。皆様とともに知
恵を出し合いながら、実りある下半期にしてまい
りたく存じます。
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「支部交流会」（プロ野球観戦）を開催

三塁側特別席で迎えた白熱の交流戦

三塁側に設けられた「フィールドテラス・スイート」。開放
的なデッキスペースと空調付きの個室が一体となった特別席
で、5月31日（日）、総務部会・広報部会による支部交流会が
開かれた。
千葉ロッテマリーンズのクラブ会員である藤田商事様のご
厚意により毎年実施されている本交流会。飲み物や食事を楽
しみながら快適な環境で観戦できるとあって、会員企業の社
員やその家族からも大好評を博している。今年はロッテ対阪
神の交流戦に会員企業から48名が参加し、千葉市美浜区の
「ZOZOマリンスタジアム」に集まった。

「勝敗にこだわらず楽しもう」――両部会長のあいさつ

観戦前のあいさつでは、総務部会の髙城光生部会長（ヤマ
ト特殊鋼・代表取締役社長）が「昨年に続き、藤田商事様に
は大変お世話になり、非常に楽しみにしていた。本日は阪神
戦ということで電車も大変混雑しており、盛り上がる一戦にな
るのでは」と述べ、「皆さんとともに楽しみたい」と呼びかけ
た。続いて広報部会の藤田憲義部会長は「日差しが出ておら
ず、野球観戦にはちょうどよい陽気になった」と天候に触れ
つつ、「気温はやや高いので、デッキスペースで観戦される方
は水分補給を忘れず、熱中症に気をつけてほしい」と呼びか
けた。さらに「阪神はかなり強いチームだが、私自身はロッテ
ファン。今日は阪神ファンの方もいらっしゃると思うが、勝敗
にかかわらず仲良く、楽しく観戦してほしい」と語った。
ファン同士、応援するチームは違っても垣根を超えて楽し
む〜そんな一日となった。試合はロッテが1-2で迎えた5回裏、
タイムリーで試合を振り出しに戻し、そのまま迎えた8回には2
点タイムリーで、勝ち越しに成功。投げては、9回に阪神が一
打同点の好機をつくるも、ロッテが凌ぎ切り逆転勝利。試合
の勝敗を超えて、交流の輪が広がった1日となった。

（左から）あいさつする髙城部会長と藤田部会長

空調付きの個室で快適な試合観戦ができる

開放的なデッキスペースでは臨場感あふれる試合観戦が可能

藤田商事様のご厚意で、サイン色紙やロッテグッズをかけた
じゃんけん大会を実施

臨場感あふれるデッキ席で声援を送る――今年はロッテ対阪神で交流J.S.S.D.A

August 31
2026
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特集

2026年度上半期ー開催事業報告
●第14回支部総会

●2026年度 各種資格研修講座

●賛助会員との交流会

●はがねの日記念　第20回ボウリング大会

●東京支部 2026年度〈下半期〉事業計画一覧

●支部交流会　プロ野球観戦
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